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最近私は他大学のオーケストラの練習と演奏会に参加する機会を得た。自分のオーケストラの人々とは、雰囲気、考え方、コンパの盛り上がり方に至るまで違っていたが、私はすぐに、この集団が好きになった。
この時、実感したのは、自分の周囲には見えない世界が存在するが、人間は一部の限られた世界にしか存在できないということである。当たり前の事だが、周りに素晴らしい世界が数多くあるのではないかと思うと、このことは極めて残念である。
去年夏私はウィーンに短期留学したのだが、毎日が新しい世界との闘いで、やがて、日本のことを忘れた。一ヶ月以上経ったある日、久しぶりに日本の新聞を読むことが出来た。そのとき私は深い感慨に打たれた。日本にいた時は何気なく読んでいた新聞が、極めて独特な、日本的な、東洋の一国の新聞として強烈な個性を持って目に映ったのだった。オーストリアでの生活にようやく慣れて来た自分には、自分の本来の世界をこの時客観的な目で見ることができたのであろう。私には、自分が今まで、相対的なものを絶対的なものと思い込んできたことが多いのではないかと思い、はっとした。もしそうであれば、恐ろしいことである。自分の世界の基準というものが、無意識のうちに絶対化され、精神の自由を奪ってしまう。他に対する受容性、寛容性も失われ、閉鎖的で、自己中心的な物の見方に陥ってしまうであろう。
人間は、限られた世界にしか存在できない。しかし、「見えない世界」を意識し、積極的に関わって行こうとする事で、自分の世界というものを拡大できるのではないだろうか。まだ未知の世界や価値観はたくさんある。それらに目を塞いでしまうのは余りに勿体無いことだと思う。最近私は新しい世界をまた一つ見て、そう痛感した。
《完》
（一九九一年秋執筆）
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